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10

■質■答

■質■答

■質■答

■質■答

■質■答

■質■答

子
育
て
支
援
（
仕
事
と
の
両
立
支
援
）

　
　

過
去
に
市
が
実
施
し
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
両
立
支
援
の
充
実
を
望
む
声
が
多
い
。

育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ
る
育
児
休
業
制
度
、
短
時
間
勤
務

制
度
な
ど
の
市
民
の
利
用
状
況
は
。

　
　

県
が
毎
年
県
内
の
民
間
事
業
所
に
実
施
し
て
い
る
労
働

条
件
等
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
育
児
休
業
の
取
得
率
に
つ
い

て
は
、
女
性
は
95
・
０
％
、
男
性
は
８
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
子
の
看
護
休
暇
制
度
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て

い
る
事
業
所
の
割
合
は
73
・
２
％
、
規
定
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
子
の
看
護
休
暇
制
度
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
事
業
所

の
割
合
は
22
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援（
屋
内
遊
び
場
や
児
童
館
）

　
　

同
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
子
供
の
遊
び
場
の
設
置
、
拡
充
の

要
望
も
多
く
、
特
に
屋
内
の
遊
び
場
や
児
童
館
な
ど
、
雨
や

雪
の
日
で
も
利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
は
長
年
の
課
題
だ
が

実
現
に
向
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
考
え
は
。

　
　

要
望
を
踏
ま
え
、
子
供
の
屋
内
遊
び
場
に
関
す
る
庁
内

検
討
会
議
を
設
置
し
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、
新
た
な
単
独

施
設
を
建
設
す
る
に
は
、
財
政
的
な
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
既
存
施
設
の
改
修
の
際
や
学
校
跡
地
等
の
利
活
用
の
中

で
、
遊
び
場
の
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
出
産
育
児
一
時
金
超
過
分
の
上
乗
せ
助
成

○
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち

新
型
コ
ロ
ナ
時
代
の
機
動
的
柔
軟
な
組
織
体
制

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ど
う
し
て
も
担
当
に
大
き
な
負
荷
が

か
か
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
市
役

所
全
体
の
役
割
や
指
揮
系
統
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
安
全
か

つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
全
庁
体
制
を
、
ど
う
進
め
る
か
。

　
　

大
量
の
事
務
を
短
期
間
で
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

他
部
署
か
ら
の
応
援
に
よ
り
事
務
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務

に
つ
い
て
も
、
全
庁
体
制
で
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、

他
部
署
の
応
援
が
必
要
と
な
る
が
、
特
定
の
職
員
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
、
健
康
管
理
を
行
い
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

松
林
や
名
木
・
古
木
を
大
切
に
す
る
取
組

　
　

能
代
市
の
古
木
・
名
木
に
は
、お
の
お
の
歴
史
や
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
、選
定
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、ふ
る
さ
と

教
育
に
つ
な
が
る
。選
定
さ
れ
た
貴
重
な
樹
木
の
保
全
活
動

へ
の
助
成
制
度
を
選
定
者
と
し
て
創
設
す
る
考
え
は
。

　
　

古
木
・
名
木
は
故
事
・
由
来
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
調
査
、

記
録
し
た
も
の
で
、選
定
基
準
は
な
い
が
、郷
土
の
歴
史
や
文

化
と
深
く
関
わ
り
、市
民
に
親
し
ま
れ
、守
ら
れ
て
き
た
樹
木

で
あ
る
。所
有
者
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、樹
木
診
断
、

治
療
、維
持
管
理
費
用
等
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
こ
と
か
ら
、能
代
市
緑
の
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
機
動
的
な
人
員
配
置
を
ど
う
実
現
す
る
か

○
事
業
承
継
の
観
点
で
移
住
対
策
を
考
え
て
は

○
解
体
・
更
地
化
が
進
む
中
心
市
街
地

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
情
報
資
産
の
廃
棄
対
応
は

　
　

神
奈
川
県
で
発
生
し
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
関
連
の
情
報

漏
え
い
事
件
。
漏
え
い
防
止
の
た
め
、
適
切
な
デ
ー
タ
消

去
・
除
去
及
び
物
理
的
破
壊
を
行
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
機

密
性
に
応
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
必
要
。
当
市
の
廃
棄
対
応
は
。

　
　

本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
に
関
す
る
情
報
資
産
は
、

電
子
媒
体
を
用
い
て
運
用
、
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
電
子
媒

体
の
運
用
期
間
は
５
年
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
経
過
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
で
担
当
職
員
の
立
合
い
の
下
、
物

理
的
な
破
壊
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

能
代
文
化
学
院
閉
校
後
の
養
成
研
修
へ
の
対
応

　
　

能
代
文
化
学
院
は
、介
護
職
の
養
成
の
み
な
ら
ず
、研
修

も
担
っ
て
い
る
。３
月
の
閉
校
後
、そ
の
受
入
れ
先
が
ど
こ
に

な
る
の
か
。特
に
研
修
に
関
し
て
は
早
急
な
対
応
が
必
要
と

思
う
が
、現
況
は
。

　
　

介
護
職
の
研
修
等
は
、
能
代
文
化
学
院
以
外
に
も
職
業

訓
練
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
大
手
民
間
企
業
で
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
学
習
形
態
で
あ
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修

す
る
こ
と
が
国
か
ら
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
同
校
閉
校
後
に
お
い
て
も
、
介
護
職
の
養
成
、
研
修

に
つ
い
て
は
、
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
即
応
体
制

○
市
施
設
全
般
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ら
さ
能
代

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

安
岡　

明
雄

落
合　

康
友

大
髙　
　

翔
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）


